
相互理解の深化に向けて（弁論の内容）

フランス滞在中に私はフランス人

だけでなく、移民や留学といった理

由で、フランスで生活していた東欧、

南米、北アフリカ出身の人々にも出

会いました。彼らとの交流を適じて、

私は彼らの持つ、自国の文化に対す

る強い愛情を感じ、その文化をもっ

と知りたい、理解したいと思うと同

時に、私は彼らにそれほどの愛情を

もって日本や日本文化を語れるだろ

うかと自問したのです。

誰もがそれぞれの性格や習慣を持

ち、どの国にも文化があります。大

切なことは、それを知ろうと、理解

しようと努力すること、またお互い

の文化を尊重しあうことだと思いま

す。それぞれに歴史、伝統、個性を

持つすばらしいものなのです。日本

文化も同様で、外国においても愛さ

れている私たちの文化を、私たち自

身がもっと深く知り、伝えられるよ

うにすべきではないでしょうか。こ

うしたことが、誤解を解き、相互理

解への第一歩となると同時に、違う

世界を知ることは、双方にとって常

に有益な事だと思うのです。
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